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学位論文内容の要旨   
本論文は、中国内モンブ／レ自治区の東端に位置するホルチン地方に復活しつつあるシヤマニ  



















題である。   
第二章では、2004年から2006年にかけておこなった三回の現地調査の結果を紹介し、それら  
をふまえてシヤマンの行為とその道具についてまとめている。調査したシヤマンの行為は、病   
気の治療、天の祭示巳、成巫儀礼（ダバー・ダブホ儀礼）である。三回の調査はいずれも動画で  




































が受容されにくくなったことがある、と指摘している。   
学位論文審査結果の要旨   
審査は、日本民俗学の重鎮であるノートルダム清心女子大学教授小嶋博巳教授を招聴審査委  
員とし、学内審査委員新村容子、渡遽佳成、カロ治敏之の四名でおこなわれた。   
審査の要点をまとめる。   
昨年10月の予備審査において指摘された問題点、①先行研究を整理し課題設定をおこなう作  
業が不十分、②議論が整理されていない、などは、構成を全面的に組み直すことによっておお  





















ように論じられていることであろう。   
この間題は、視野を広げ、且つ、多面的に分析することを通じて克服できるのではないかと  





せることができるのではないか。   
第二に、シヤマンの型を単純に脱魂型か憑依型かと二者択一的に論ずるのではなく、シヤマ  
ンの行為とその意味を多面的に考察する必要性がある。具体的には、，以下の4点の課題が提示  










よって、枠組そのものを問い直し、新たな体系を構築すること求められている。   
脱魂型か憑依型かという二者択一を乗りこえた新たな体系の中に、ホルチン地方のシヤマニ  
ズムが16世紀と20世紀の二つの危機をくぐり抜けることが可能となった歴史的・文化的要因  
と宗教的要因とを統合することができるであろう。著者の今後の研究に期待したい。   
多くの克服すべき課題が提示されたが、本論文は学位論文としての水準に達していると審査  
委員全員が判断した。   
